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．．ままええががきき
一側性難聴 片耳難聴 一側ろう とは 片方の耳が

高度難聴 最小可聴値 以上 状態にあることを指
し ～ 人に一人の頻度で起こるとされる 一
側性難聴者は片方の耳でのみ音を判別するため 音源
の方向や距離の判断が困難な障害であり その特性
上 日常生活やコミュニケーションにおいて誰が話し
ているのかわからないなど特有の問題を伴うが 社会
的認知度は低く 障害者として認定されることも無い
のが現状である
他方 一側性難聴者に対する補装具は大惠 や高木

ら によって研究が進められているが 実用的な補装
具には至っていない また 一側性難聴者の多くは障
害を外見から判別されたく無いという思いがあり 大
惠 や高木ら の外観は 現実的には使用を妨げる要
因ともなる
よって 本研究では実用的な一側性難聴者向け補装

具を開発する 特に 機能性を追求するとともに｢補装
具｣であることを感じさせない｢装身具｣ 以下 アクセ
サリー としてのデザイン性に重点を置き 障害の有
無にかかわらず多くの人がアクセサリーとして身に
着けたいと思えるデザインを探る
また 本研究を通じ一側性難聴者が直面する不自由

さを軽減するとともに 多くの人がアクセサリーとし
て好感し所有欲求を抱けるデザインを作成すること
に焦点を定め 一側性難聴者への社会的理解の促進に
も寄与することを目指す

．．実実験験方方法法
本研究では｢補装具｣ 音源方向を感知できるシステ

ム をデザインの一部として組み込むことが可能な女
性用のアクセサリー形態を検討し ｢補装具｣のモック
アップを組込み カラーを統一し 図 に示す 種 ①
カチューシャ ②パッチンピン ③ヘアバンド ④帽
子 を製作した
デザイン調査として性別や障害の有無にかかわら

ず 広く調査協力を依頼し 被験者に対して一側性難
聴の概要および研究背景･目的について説明を行い
図 の 種を実際に手に取り 形態や装着感などを吟
味したうえで デザイン評価アンケート 項目 段
階尺度評定 に回答頂いた 被験者の内訳は年齢 ～
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．．結結果果及及びび考考察察

被験者より取得したデザイン評価アンケートに対
し因子分析 最尤法 プロマックス回転 を行った結
果 ｢デザイン好感度｣｢研究への興味関心｣｢ユーザビ
リティ｣｢エイジレス｣の 因子を得た 得られた 因
子の因子代表値の平均値を算出し 重要な因子である
｢デザイン好感度｣に対する図 の つのアクセサリ
ー形態ごとの比較 分散分析 を行った結果 有意

となり その後の検定として多重比較
法 を行った結果 ④帽子 と③ヘアバンド

が②パッチンピン と①カチューシャ
に対し有意 な値となった
得られた 因子のうち重要な｢デザイン好感度｣を

規定する要因を探るため｢デザイン好感度｣を従属変
数とし 他の 因子を独立変数として重回帰分析 強
制投入法 を行った 結果 表 より 多重比較にて｢デ
ザイン好感度｣が高かった 図 ④帽子の規定力は｢エ
イジレス｣ β が最も高く 図 ③ヘア
バンドの規定力は｢エイジレス｣ β と
同程度に｢研究への興味関心｣ β が高
か っ た ま た 図 ④ 帽 子 の ｢ エ イ ジ レ ス ｣

は 図 ③ヘアバンドの｢エイジレ
ス｣ より 倍以上高い規定因を示し
た
以上より アクセサリー形態の｢デザイン好感度｣は

図 ④帽子と図 ③ヘアバンドが高く その理由は だ
れでも装着できる｢エイジレス｣要素が重要であり 特
に図 ④帽子はこの傾向が高く 今後開発においては
広い年代に受け入れられる帽子型デザインにするこ
とが有効であることがわかった

．．おおわわりりにに
本研究では 一側性難聴者向けアクセサリー形態聴

覚方向補装具のデザインに着目して評価分析を行っ
た 今後は実用化を目指し｢補装具｣の位置や形態およ
びシステムの調整を行い 実用的な｢補装具｣としての
改良および性能評価を実行する
なお 本研究は 年度科学研究費補助金基盤研

究 課題番号 によるものである
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図 ：初期調査用アクセサリー形態
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表 ：デザイン好感度を従属変数とした重回帰分析結果
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